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論文要旨　生命や健康，人々の生活の質に深く関与する看護職は，社会から期待されている役割を果たす為に

も，生涯を通して学習し，能力を開発していく責務があるといえる。しかし，看護の質を高めるには，個人の専

門職として自分が何をすべきか，どうあるべきかといった専門職としての意識が常に必要である。平成14年度の

呉大学看護学部の卒業研究「看護学生と看護師に対する意識の相違点」で意識を看護師に対しての考え方と定義

づけ，質問項目を作成し，意識調査を看護学生と看護師にたいして行い，専門職意識の比較をした。結果として

は，看護学生と看護師の意識にどの項目ともに差異が見られなかった。この原因としては，アンケートの内容が，

看護師に対しての考え方を意識として捉えて，構成をされていた為と考えられた。看護の専門職化は必要不可欠

なものである。そしてその要因は看護師の意識の中に強く投影をされていると考えられる。今回は，前回のアン

ケート結果を基に第一段階として，専門職の定義づけと意識を知識として高め行動に繋がっているかを見出す為

のアンケートを作成した。このアンケートに妥当性があるかを今後は検証し，専門職意識の構造を明らかにして

いく。そして，実際に看護の実践の場においての体系的な理論に裏づけられた知的内容と，技能の追求があるか

を知る為には，ベナーの五つの技術習得段階を用いて分析していくことが必要である。

キーワード　専門職，専門性，専門職意識

■　はじめに

　少子高齢化や医療の高度化を背景に，国民のヘ

ルスケア・二一ズが多様化し，社会が看護職に寄

せる期待も増大してきている。また看護サービス

の質と効率も今まで以上に高いものが求められて

きている。

　このように看護を取り巻く環境が大きく変化し

ていく中で，看護の専門職者が専門能力を発揮し，

社会に期待される役割を果たすには，常に自己研

鐙し，自己の能力の維持・開発・向上に努めなけ

ればならない。生命や健康，人々の生活の質に深

く関与する看護職は，社会から期待されている役

割を果たす為にも，生涯を通して学習し，能力を

開発していく責務があるといえる。しかし，看護

の質を高めるには，個人の専門職として自分が何

をすべきか，どうあるべきかといった専門職とし

ての意識が常に必要である。しかし，現実にはど

うなのであろうか。平成14年度の卒業研究「看護

学生と看護師に対する意識の相違点」では意識を

看護師に対しての考え方と定義づけ，質問項目を

作成し，意識調査を看護学生と看護師に対して行

い，専門職意識の比較をした。その結果，①看護

職を選んだ理由，②看護師を専門職として考える

時の教育年数についてどう思うか，そう考える理

由，③看護の専門職としての看護師に必要な要件，

④定期的に購入している専門雑誌の有無，購入動

機，⑤看護研究の必要性の有無，そう考える理由，
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⑥行動面など，どの項目についても目立った差異

は見られなかった。また看護師・看護学生ともに

看護師の必要な要件と，実際の行動が伴っていな

かった。

　前回調査の結果としては，看護学生と看護師の

意識にどの項目ともに差異が見られなかった。こ

の原因としては，アンケートの内容が，看護師に

対しての考え方を意識として捉えて，構成をされ

ていた為と考えられる。意識は古代ギリシアの時

代からさまざまな形で取り上げられ論じられてき

たが，心理学的に定義すると，意識とは，「身体

の外で起きる事柄や身体内部の心理的過程，たと

えば思想や感情などについて，気づいていること

知っていることで，当人だけが知っていて内省的

に報告される現象である。」1）とある。前回のアン

ケートの欠点は，知っていることだけの領域に留

まり，看護師が専門職としてあるには何が必要で

あるかということが，解ってはいても行動するレ

ベルまでの知識として高められているかどうかの

行動領域の分析ができなかった事にある。そこで

今回は，第一段階として，専門職の定義づけと意

識を知識として高め行動に繋がっているかを見出

す為のアンケートを作成することを目的とする。

■　専門職とは

1．一般的な専門職の定義

　専門職とは，学識に裏付けられ，一定の基礎理

論を持った特殊な技能を，特定の教育・訓練によっ

て修得して資格を得，独立して営業するような職

業とされている。2）

　またM・リーバーマン3）は次の7項目を専門職

の定義として指摘している。①高度な知的技術を

行使する。②範囲が明確で，社会的に不可欠な仕

事に独占的に従事する。③長期の専門的教育を必

要とする。④施業者は，個人的にも集団的にも広

範な自律性が与えられる。⑤自律性の範囲内で行っ

た判断や行為については直接に責任を負う。⑥営

利ではなく，サービス動機とする。⑦適用の仕方

が具体化されている倫理要領をもっている。この

他にも多くの定義づけがあるが，集約すると以下

の四点となる。

①高度な知識・技能に基づく資格制度と業務の

独占，②広範な業務の自律性と自己決定権，③決

定に対する自己責任，④職能的団体による自治

（独自の倫理領域）がある事である。

2．プロフェッション

　（1）プロフェツション【profession】とは学識

（科学または高度の知識）に裏付けられ，それ自

身一定の基礎的理論をもった特殊な技能を，特殊

な教育または訓練にて修得し，それに基づいて，

不特定多数の市民の中から任意に呈示された個々

の依頼者の具体的奉仕活動を行い，よって社会全

体のために尽くす職業である。

　プロフェッションは普通「専門職」と訳される

場合が多いのであるが，プロフェッションは単な

るスペシャリストとは異なる概念である。専門技

能を身に付けているというだけではなく，医師等

のように，その技能が高度な学識によって裏付け

られている点にプロフェッションの特徴があるの

である。また，プロフェッションは自由業と同等

ではない。英語で【profession】という言葉で表

される職業は，大部分がドイツ語の【freie

Bemfe】と共通し，医師・弁護士のように雇用

関係に立たないものが多い。だからといってプロ

フェッションの全てが自由業として営まれている

わけではない。現代のプロフェッションは，全体

として組織化＝雇用化の方向に向かいつつあり，

自由業であることがプロフェッションの必須の要

件ではなくなってきている。

　（2）プロフェッションは三つの側面を持つとい

われている。その三つの側面は，技術的側面，経

済的側面，社会的側面である。技術的側面として

は，公益奉仕を目的とする継続的活動や，科学や

高度な学識に裏付けられた技術，技術の使用を支

える一般論がある事である。経済的側面としては，

サービスの解放性，一対一の契約，つまり特定の

依頼者の具体的要求に対して行われるものである。

社会的側面としては，団体としての活動，資格の

付与と専門技能の維持向上及び訓練教育という機

能も持つ。そして，倫理的自己規制がある事である。

3．専門職意識
1）専門職の性質

　専門職の性質として，専門職性，自律性，公共

性が挙げられる。具体的には，専門職性とは，高

度に体系化された知識・技術の習得であり，自律

性とは，職場に関する自主性・主体性を，公共性

とは，社会的奉仕をいう。

2）専門職の条件

①理論的知識に基づいた技術を必要とし，その

　獲得のために専門化された【specialized】長
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　期間（通常高等教育以上）にわたる教育訓練が

　必要とされる。

②　その職業に従事する為には，国家ないしそれ

　にかわる団体による厳密な資格試験に合格する

　ことが要求される。

③　同業者集団としての職業団体を結成し，その

　組織としての統一性を維持する為，一定の行動

　規範が形成される。

④　サービスの提供は，営利を目的とすることな

　く，公共の利益を第一義的に重視して行われる。

⑤　雇用者，上司，顧客などから職務上の判断措

　置について指揮・監督・命令を受けない職務上

　の自律性【autonomy】をもち，また職業団体

　としての成員の養成・免許就業などについて一

　定の自己規制力をもつ。

■　看護における専門’性

1．看護専門職の定義づけ

一般的な専門職としての定義やプロフェッショ

ン，看護における専門性から以下の看護専門職と

しての定義を示す。

1）体系的な理論に裏づけられた知的内容と，技

　能の追求がある。

2）技能の習得のために専門化された長期問の教

　育訓練を必要とし，資格制度と業務の独占が

　ある。

3）社会的に評価されている。

4）専門職業団体の存在がある。

5）公共奉仕の精神を持つ。

2．看護の専門分化

　医学の器官別の専門分化とは異なり，看護の対

象である成人・母子・老年・精神という対象の違

いと，救急・地域・家族といった看護が機能して

いる場の違いによって専門分化していく傾向にある。

3．専門職看護

　わが国においては，保健師助産師看護師法の制

定によって，看護は独自の機能を有する専門職業

であるという考え方が成立した。看護専門職であ

る者は保健医療従事者として，保健医療分野にお

ける重要な役割の担い手の位置を占めている。し

たがって，看護の専門家としてさらに社会的評価

を得て，職業的地位を高め，名実ともに社会的貢

献度の高い活動をする為には，現行の看護教育制

度を見直す必要もある。

　医学の領域ではますます細分化されてきている

が看護師の役割は，対象を全人的に捉えることで

ある。そして医学と最も大きな重なりを持つのも

看護であり，看護師は高度の専門教育を受け，国

家資格をもち，看護の独自性と専門性を自覚しな

ければならない。

■　日本における看護の専門職の実際

　看護専門職としてあげた定義づけにより，看護

の専門職業団体と専門看護師・認定看護師の役割

という2つのことが必要だと考える。

1．看護の専門職業団体

1）専門職業団体とは

　看護師の職業を専門職業として確立し，看護師

の職業的地位を高める為に活動し，専門的能力が

あることによりお互いに認めあったうえで，個人

としてさまざまな資格では行えない社会的行為を

果たす為に結合した，専門職従事者の組織である。

　わが国では，日本看護協会，日本看護連盟，日

本助産婦会，国際看護師協会などがある。

2）専門職業団体における機能

　専門職業団体の機能について，マートンR．K．

Merton4）によると

①個々の従事者に対する機能

　個人が専門職従事者として，役割を遂行するこ

とを助け，社会的・精神的な支えを与える。

（例二労働条件）もう一つは，従事者がより有効

的な専門的役割の遂行に備えるのを助けることで

ある。（例：教育の向上）

②専門職業に対する機能

　職業についての厳密な基準を定め，実施を助け

ることで，そこでは未来を予見していこうとする

努力がなされる。例えば，看護師としての資質に

ついての基準や訓練や教育の基準を定め，研究の

機会の拡大，専門雑誌の刊行，その職業の社会的

地位の向上のために，公衆に対してP　Rすること

が含まれる。

③社会に対する機能

　専門職従事者あるいは職業と社会提起環境の間

に立って，調整する。看護師という職業のため，

正当にそして権威をもって発言できるだけの意見

の一致を作り出し，法律制定のための政策に発言

を行ったり，その職業の義務や目標に関係ある提
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案・立法を監督したりする。

2．専門看護師・認定看護師の役割

1）専門看護師

　複雑で解決困難な問題を持つ個人・家族に対し

て水準の高い看護ケアを提供する為に大学院修士

課程において特定の専門分野の知識・技術を高め

た者をいう。各分野での実践・教育・相談・調整・

研究という役割を果たすことにより，保健医療福

祉や看護学の発展に貢献する。

2）認定看護師

　特定の分野において熟練した看護技術と知識を

用いて水準の高い看護実践のできる者をいう。6ヵ

月の所定の教育を受け，看護現場において実践・

指導・相談といった役割を果たすことにより，看

護ケアの広がりと質の向上を図ることに貢献する。

わなければならない。」6）と述べている。現在では，

医療者の倫理が厳しく問われており，看護師も個

人で行政処分を受けることもあり，看護師賠償責

任保険制度もある。

　看護の世界では，「専門職」という言葉が長い

間使われてきているので，多くの看護師にとって

は，その本当の意味が現在ではわからなくなって

きているのではないだろうか。しかし，看護職は，

医師と同様に社会から期待されている役割を果た

す為にも，生涯を通して学習し，能力を開発して

いく責務がある立場にいると考えられる。そこで

看護師が自己の従事している職業が専門職として

の定義をどこまで獲得していると見ているかを調

査することは，現在の看護職の専門職としての意

識の構造化を図ることに繋がる。また，意識をし

ていることがどれだけ行動レベルに反映されてい

るのかの指標が得られると考える。

■　看護の専門性を高めるために

■　専門職意識を把握する為の方向性

　専門性を高めるには，知識が必要となってくる。

しかし，前回のアンケートにおいては意識として

アンケートの質問内容を構成したために知識レベ

ルまで掘り下げたものになっていない。意識は気

づいていること知っていることで，当人だけが知っ

ていて内省的に報告される現象であり，対象者の

行動レベルについては分析ができていなかった。

行動をする為には，意識レベルだけに留まらず目

的をもたないとならない。意識するだけでは目標

の達成には至らないのである。行動に移すには，

看護師が専門職であることを認識し，さらに専門

職としての目標を達成する為に，なぜこれが必要

であるかという領域特有の知識が必要になってく

る。すなわち意識を知識に高め，行動することが，

専門職性を高めることに繋がるのである。

　専門知識・技術は，実践現場において実際の場

面での仮説及び原理に基づいた専門知識を検証す

ることによって，発展していく。そのためには，

経験は専門知識・技術として必要な要件となる。

臨床における知識は実践を解釈して，記述するこ

とで捉えることが出来るのである。

　ベナーは「臨床実践の現場で，経験を積んだナー

スが（実践報告と適切な記述に従って）認められ，

報酬が得られ，更に臨床に留まることが，患者ケ

アの向上における第一歩である。」5）と述べている。

またロジャーズは「看護婦が専門職業人としてあ

りたいと思うなら，それに伴って生じる責任を担

　専門職として理論と実践の，或いは知識と技術

の結合が「専門性」の重要な内容をなすことは言

うまでもない事である。また、専門職におけるサー

ビス提供が一定の顧客との関係における倫理性を

前提としている事もはっきりとしている。専門職

化はその専門性の内容として体系化された知識と

技術に地位を与えられる事ではないだろうか。倫

理性や，看護活動における自律性の確立など，専

門職化における看護師を取り巻く状況は，看護師

自身の意識の中に投影されやすい。そのためには

専門職としての看護師をどう臨床の場の看護師が

捉えているかを知る必要がある。そこで専門職意

識を把握する一つの方法として次のようなアンケー

ト調査をし，その分析を試みたい。今回はそのア

ンケート内容を提示したい。

1．アンケートの内容（アンケ・一卜参照）

1）看護が専門職として，専門性・自律性・公共

性・社会的評価・職業団体という項目についてど

の程度まで獲得していると思いますかを質問する

理由：専門職の特質である上記の五つの項目に対

して看護師が，自己の職業がこの特質をどこまで

獲得しているかと捉えているかを，知ることが出

来る。この結果は，社会で看護師が現在どのよう

な状況に置かれているを反映する。

2）看護師の職業としての性質についてどう思い
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ますかを質問する理由：看護職をどう捉えている

かを反映する。

3）専門職的職業の確立をするには何が最も重要

な要件ですか。一つ選んでくださいを質問する理

由：専門職の特質である五つの項目と職業に関係

した項目を混在させた。専門職をどう捉えている

かを知る一助となる。

4）本来の看護業務は何だと思いますか。一つ選

んでくださいを質問する理由：看護の独自性をど

う捉えているのか、提供するサービスを何と捉え

ているかを知る。また実際の業務量と比べる事で，

看護師の理想と現実のギャップが明らかにされ，

看護師の労働に対しての意識を知ることができる。

専門職意識を知るには，現実の状況も把握する必

要がある。

5）医師と看護師間の関係において悩みはありま

すか。自分の気持ちに最も近いものを一つ選んで

くださいを質問する理由：医師との関係をどう看

護師が捉えているかを知る事は，自律性を知るう

えでの重要な情報である。

6）日本看護協会の活動方針に対してどう思いま

すか。自分の気持ちに最も近いものを一つ選んで

ください。および，7）日本看護協会の存在意義

は何だと思いますか。一つ選んでくださいを質問

する理由：看護協会は看護師の専門職の研修集団，

労働条件の改善などを行ってきているが，看護師

としては実際看護協会をどう捉えて，何をしてほ

しいかを知る。

8）すぐれた看護師の条件は何だと思いますか。

一つ選んでくださいを質問する理由：専門性の確

立のために看護師が重要だと思っていることが明

らかになる。

9）看護専門職の自律性とは何だと思いますか。

一つ選んでくださいを質問する理由二看護専門職

の自律とは，自己責任がある事と看護領域におい

ての判断の決定権がある事である。実際に看護師

が自律性をどう捉えているかを知る必要がある。

10）看護の社会的評価は何によって決まると思い

ますか。一つ選んでくださいを質問する理由：社

会的評価は職業の自律性と教育機関，専門性によっ

て決定付けられると考える。実際に看護師が社会

的評価は何によって決まると思っているかを知る

必要がある。

11）看護の社会的評価を今以上に上げるには何が

必要だと思いますか。一つ選んでくださいを質問

する理由：前回のアンケートでも社会的評価が低

かったが，看護師の社会的評価を上げる為には何

が必要と思っているかが明らかになる。

■　おわりに

　看護を取り巻く環境が大きく変化していく中で，

看護の専門職者が専門能力を発揮し，社会に期待

される役割を果たすには，常に自己研鎖し，自己

の能力の維持・開発・向上に努めなければならな

い。そのためにも看護の専門職化は必要不可欠な

ものである。そしてその要因は看護師の意識の中

に強く投影されていると考えられる。今回は、前

回のアンケート結果を基に第一段階として，専門

職の定義づけと意識を知識として高め行動に繋がっ

ているかを見出す為のアンケートを作成した。

　このアンケートに妥当性があるかを今後は検証

し，専門職意識の構造を明らかにしていきたい。

そして，実際に看護の実践の場において，体系的

な理論に裏づけられた知的内容と，技能の追求が

あるかを知る為には，ベナーの五つの技術習得段

階を用いて分析していくことが必要ではないかと

考えている。具体的には事例を呈示し記述をして

もらう。または，学生の実習記録と実際の患者の

カルテ・記録物を比較し，分析していく等である。

今後も専門職意識をどう看護職が捉えて，実際に

実践しているかを，研究し続けていきたい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　表1．アンケートの内容

1）看護が専門職として下記の項目についてどの程度まで獲得していると思いますか

　　　もつ　　　　　　どちらかと　　どちらともいえない　　どちらかと　　　　　　　　もたない

　　　　　　　　いえばもつ　　　　　　　　　　　　いえばもたない

専門性

もつ どちらかと

いえばもつ

どちらともいえない　　どちらかと

　　　　　　　　いえばもたない

もたない

自律性

公共性

社会的評価

職業団体

2）看護師の職業としての性質についてどう思いますか

　　　もつ　　　　　　どちらかと　　どちらともいえない　　どちらかと

　　　　　　　　いえばもつ　　　　　　　　　　　　　いえばもたない

もたない

聖職

O　L

労働者

専門職

3）専門職的職業の確立をするには何が最も重要な要件ですか。一つ選んでください。

①専門性　　②自律性　　③公共惟　　④社会的評価　　⑤職業団体　　⑥労働条件の改善

⑦給与の改善　　　⑧教育の一元化　　⑨資格　　⑩その他（　　　）

4）本来の看護業務は何だと思いますか。一つ選んでください。

①身の回りの介助　　②与薬の介助　　③　診療介助　　④食事介助　　⑤バイタル測定

⑥症状の観察及び報告　　⑦患者指導　　⑧療養環境の整備　　⑨記録　⑩相談相手

⑪他者との調整役　　　⑫その他（　　　　　　）

5）医師と看護師間の関係においての悩みはありますか。自分の気持ちに最も近いものを一つ選ん

でください。
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①医師の仕事まで委譲してくる　　②看護の専門性を認めない　　③看護の領域まで介入する

④雑用や私用に使われる　　⑤従属的な態度を求める　　⑥診療介助が多い　⑦看護師を仲間と

して見ない　　⑧悩みはない　　⑨その他（　　　　　）

6）日本看護協会の活動方針に対してどう思いますか。自分の気持ちに最も近いものを一つ選んで

ください。

①全面的に賛成である　　②ほぽ賛成である

おいに批判がある

選んだ理由

③なんともいえない　　④批判がある　　⑤お

7）目本看護協会の存在意義は何だと思いますか。一つ選んでください。

①認定資格の獲得　　②看護師の意見を医療政策に反映している　　③看護師の相互の交流・親睦

④看護研究の発表の場　　⑤労働条件の改善　　⑥情報の提供　　⑦看護師の資質の向上

⑧存在の意義は無い　　⑨その他（　　　　　　　）

8）すぐれた看護師の条件は何だと思いますか。一つ選んでください。

①患者に対しての優しさ　　②看護技術・技能のうまさ　③看護学の知識

⑤看護理論の看護実践への的確な応用　　⑥その他（　　　　）

④管理能力

9）看護専門職の自律性とは何だと思いますか。一つ選んでください。

①自己責任がある　　②病院運営への発言権　　③看護研究活動　　④仕事上での自主的な判断

⑤治療に対しての発言権　　⑥わからない　　⑦その他（　　　　　）

10）看護の社会的評価は何によって決まると思いますか。一つ選んでください。

①教育年数　　②専門学校と大学の違い　　③資格の有無　　④自律性　　　⑤勤務条件

⑥認知度　　⑦看護協会の活動　　⑧経済的待遇　　⑨社会への貢献度　　⑩研究業績

⑪その他（　　　　　　　）

11）看護の社会的評価を今以上に上げるには何が必要だと思いますか。一つ選んでください。

①大学教育への完全移行　　②看護師の一本化　　③看護組織の独立　　④業務内容の明確化

⑤労働条件の改善　　⑥看護学の発展　　⑦職業団体の活動の拡大

⑧その他（　　　　　　　　）
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